三点比較式臭袋法について
　三点比較式臭袋法というのは、人間の嗅覚を活用してにおいの強さを調べる方法です。
音や振動は機械で測定できますが、においの場合には種類により人間の感じ方が大きく異なるため、人間の嗅覚を用いて調査します。悪臭防止法や東京都環境確保条例では、三点比較式臭袋法の結果によって工場等の規制指導を行うことが定められています。
　三点比較式臭袋法では、区職員が無臭空気の入った袋を３つ用意し、１つの袋だけににおいを入れます。次に、悪臭パネルの皆様に、３つの袋のにおいを順番に嗅いでもらい、どの袋ににおいを感じるか回答していただき、においの強さを決めます。
　袋に入れるにおいの量は、悪臭パネルの皆様の鼻の負担にならないよう、区職員が調整しています。非常に強いにおいや、身体の負担になるにおいをかぐことはありませんのでご安心ください。
